
　
日
本
銀
行
は
イ
ン
フ
レ
目
標
２
％
を
目
指

し
、
金
融
緩
和
を
継
続
し
て
い
る
。
し
か
し
、

直
近
３
月
の
イ
ン
フ
レ
率
は
、
生
鮮
食
品
を
除

く
ベ
ー
ス
で
０
・
９
％
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
除
く

ベ
ー
ス
で
０
・
５
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
目

標
ま
で
の
道
の
り
は
長
い
。

　
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
イ
ン
フ
レ
目
標
を
達
成

で
き
る
の
か
。
単
な
る
景
気
拡
大
や
円
安
で
は

な
く
、
企
業
が
賃
上
げ
を
積
極
化
す
る
こ
と
が

最
も
効
果
的
だ
。
私
の
試
算
で
は
、
政
府
が
産

業
界
に
求
め
て
い
る
春
闘
賃
上
げ
率
３
％
が
継

続
的
に
実
現
す
れ
ば
、
２
０
２
１
年
頃
に
は
目

標
達
成
が
は
っ
き
り
と
視
野
に
入
っ
て
く
る
。

　
時
に
賃
上
げ
は
、
企
業
の
収
益
を
犠
牲
に
し

て
労
働
者
へ
の
配
分
を
一
方
的
に
増
や
す
よ
う

に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
実
際
に
は
そ

う
で
は
な
い
。企
業
が
一
斉
に
賃
上
げ
す
れ
ば
、

家
計
の
消
費
需
要
の
増
加
に
よ
っ
て
、
販
売
価

格
の
引
き
上
げ
が
容
易
に
な
る
。
つ
ま
り
、
名

目
賃
金
の
増
加
分
を
販
売
価
格
に
転
嫁
し
や
す

く
な
る
た
め
、
企
業
に
と
っ
て
実
質
的
な
人
件

費
負
担
は
大
幅
に
和
ら
ぐ
姿
と
な
る
。
こ
の
よ

う
に
賃
上
げ
と
値
上
げ
が
同
居
す
る
世
界
は
、

企
業
、
家
計
双
方
に
と
っ
て
居
心
地
が
よ
い
。

　
も
っ
と
も
、
未
だ
企
業
は
賃
上
げ
に
積
極
的

で
は
な
い
。
単
独
で
大
き
く
賃
上
げ
す
る
と
、

コ
ス
ト
高
と
な
り
、
他
社
対
比
競
争
力
を
失
う

こ
と
を
恐
れ
て
し
ま
う
の
が
実
情
だ
。
こ
う
し

た
チ
キ
ン
ゲ
ー
ム
を
打
開
す
る
に
は
、
政
府
の

大
き
な
一
押
し
が
必
要
で
あ
る
。
成
長
戦
略
の

推
進
に
よ
り
、
潜
在
成
長
率
を
高
め
る
こ
と
に

加
え
、
賃
上
げ
に
積
極
的
な
企
業
が
得
を
す
る

よ
う
な
環
境
整
備
を
行
う
の
だ
。
人
手
不
足
が

深
刻
な
中
、
積
極
的
な
賃
上
げ
や
働
き
方
改
革

に
取
り
組
む
企
業
を
リ
ス
ト
化
し
て
公
表
す
る

の
も
一
つ
の
方
策
だ
ろ
う
。


